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発 言 内 容 

 

【町長】  定刻少し前ですが、ただいまから第６回上三川町総合教育会議を開催いたし

ます。進行につきましては、会議の主催者であります私が務めさせていただきます。 

 今年２回目の総合教育会議となりますが、今回は「学校における働き方改革について」

を議題といたします。学校における働き方改革につきましては、全国的に教職員の超過勤

務が問題視される中、さまざまな長時間労働の負担軽減が求められているところでござい

ます。本日は、学校における働き方改革や教職員の意識改革など、自由にご協議をいただ

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、早速議事に入らせていただきます。学校における働き方改革について、背景

となったもの、また、改革する意義、その基本的な考え方について事務局から説明をお願

いします。 

【事務局（枝）】  それでは、座ったままで失礼させていただきます。 

 昨年１２月に文部科学大臣から諮問された中央教育審議会より、「新しい時代の教育に

向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校における働き方改革に関する総

合的な方策について」の中間まとめが報告されました。その概要につきましては、資料と

して事前に配付させていただいておりますが、簡単に説明させていただきます。 

 まず、学校における働き方改革の背景といたしまして、主に５点にまとめています。 

 １点目は、子供が社会の変化を前向きに受けとめ、豊かな創造性を備え、持続可能な社

会の作り手として予測不可能な未来社会を自立的に生き、社会の形成に参画するための資

質・能力を確実に育成するため、新しい学習指導要領では、「カリキュラム・マネジメント」

や、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業の改善が求められるとともに、小学校

中・高学年の授業時数が週１こま相当、年間で３５単位時間増加となること。 

 ２点目に、我が国の学校・教師は、諸外国よりも広範な役割を担っているが、学校が抱

える課題は、例えば家庭や地域の教育力の低下、要保護、準要保護家庭、障害のある児童

生徒、日本語の指導が必要な外国人児童生徒、不登校の増加等により、複雑化・困難化し、

学校の役割は拡大せざるを得ない状況になっていること。 

 ３点目に、看過できない教師の勤務実態。１０年前と比較して、１日当たり、小学校、

平均で４３分、土日が４９分。中学校、平日３２分、土日が１時間４９分、勤務時間が増

加しているという調査結果が出ております。勤務時間が長くなるほど、量的負荷、質的負
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荷が高く、また、年齢が若いほどメンタルヘルスの状態が不良になる傾向が見られること。 

 ４点目に、政府全体でも働き方改革、人生１００年時代について検討が進められている

こと。 

 ５点目に、日本型学校教育。日本型学校教育というのは、学習指導のみならず、生徒指

導の面でも主要な役割を担い、さまざまな場面を通じて児童生徒の状況を総合的に判断し

て指導を行っている、こういう日本型学校教育を維持し、新学習指導要領を着実に実施す

るには、教師の業務負担軽減が喫緊の課題であること。以上が背景となっております。 

 次に、学校における働き方改革を進める意義ですが、この改革により、教師が心身の健

康を損なうことがないよう、業務の質的転換を図り、限られた時間の中で児童生徒に接す

る時間を十分に確保し、教師の日々の生活の質や教職人生を豊かにすることで、教師の人

間性を高め、児童生徒に真に必要な総合的な指導を持続的に行うことができる状況をつく

り出すことを目指すということにあります。 

 また、これまで学校が果たしてきた役割も十分に踏まえつつ、教師以外の専門職等、ス

クールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、部活動指導員といった方の、学校外

に委ねる場合も、国・地方公共団体が中心となってその受け皿を着実に整備・確保し、こ

れまでの機能を十分に果たせるよう留意すべきとされています。 

 次に、学校における働き方改革の基本的な考え方ですが、勤務の長時間化の要因として

は次のようなことが指摘されております。授業や部活動に従事する時間が増加。部活動の

休養日設定等が浸透されていない。平成９年に文部省の調査研究会議報告書で例示された

中学校の運動部では、学期中、週当たり２日以上の休養日を設定するということがあった

そうなんですが、そういったものが十分に浸透されていない。また、書類作成等の対策が

不十分。時間管理の概念が希薄。教師の授業時数を減らすという観点で教職員定数の改善

が不十分。「子供たちのために」という使命感と責任感により、業務範囲が拡大している。

これが主な要因とされております。 

 このようなことから、教育委員会には、業務の適正化に向けた指針等を策定するように

求められております。そこで、皆様のご意見を伺い、これから進めていく指針等策定の参

考にさせていただきたいと考えて、本日の議題とさせていただきました。どうぞよろしく

お願いいたします。 

【町長】  それでは、レジュメにありますように、今回の議題としての背景等について

確認していただきましたので、テーマごとにご意見を伺っていきたいと思います。 
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 まず、部活動の指導について。先ほど、枝課長の説明にもありましたけれども、部活動

の指導についてということで、まず現状などを説明していただいてから皆さんのご意見を

伺いたいと思いますので、お願いします。 

【事務局（増渕）】  それでは、本町における部活動について説明をさせていただきます。 

 現在、学校で活動しているものが９種目、男女で約４０の部活動が活動しております。 

 部活動の加入率は約８９％ということで、うち、運動部が７６％、文化部が１３％を占

めております。 

 週当たりの活動日は、６日の活動日が最も多く、２９の部活動。それ以外に５日を活動

しているものが８、７日活動しているものが２ということで、平均ですと５．８日の活動

ということになっております。 

 平日の活動時間では、約２.４時間が標準になっております。 

 １月当たりの土日及び祭日等の活動日についてですが、３日から５日活動している部が

２１の部活動。６日以上活動している部活動が１８の部活動ということになっています。

また、土日、祝日等の活動時間については、半数以上の部活動が３時間以上の活動を行っ

ているという回答になっております。 

 以上が、本町のおおよその部活動の傾向になっております。よろしくお願いいたします。 

【町長】  現状を説明いただきました。それを踏まえて、部活動の学校指導についてと

いうテーマで、皆さんのほうからご意見をいただけますでしょうか。 

【教育長】  中学校での部活動は、小学校と違って、教育活動の一環ということで学習

指導要領の中にも盛り込まれているところです。非常に生徒にとって意義のある活動では

ありますけれども、その指導が、教員のさまざまな業務の中で時間的にも大きなウエート

を占めているという実態があるかと思うんです。 

 教員は、部活動の指導プラス、本来の仕事であります授業、あるいは生徒指導、進路指

導というものもあわせて担っていくわけですので、その中でかなり部活動のウエートが大

きいということから、さまざまな課題等が出てくる。それが現状ではないかと思います。

教科指導の教材研究の時間が十分とれない、あるいは生徒指導の時間が十分とれない。さ

まざまな悩みがあるのが実態ではないかと思います。それらをどのようにバランスよくし

ていくかというところが、今、問われているのではないかと思います。 

 つけ加えますと、部活動を学校から外に持っていくべきであるという考えもあることは

承知です。そのような考えを持つ方もいらっしゃいます。ただ、将来的にはそういう方向
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はあってもいいかもしれないですけれども、現状を考えると、学校から部活動がなくなる

ことによって、子供たちの受ける影響は、また大きなものがあるのではないかと思います。

そこで、落としどころをどのように持っていくかというのが、今、問われているところで

はないかと思います。 

 ゼロか１００かの問題ではなく、どのようにという。その辺のところ、さまざまなご意

見をいただけるといいかと思っております。 

【町長】  皆さんからお話を伺いたいのですが。 

【櫻井教育長職務代理】  先ほど、平均５.８日の活動で、１日当たりが２.４時間とい

うことだったんですが、各クラブには正の先生と副の先生がいらっしゃるということで、

この時間というのは、両方の先生が一緒ということで……、合わせてということですか。 

【事務局（増渕）】  よろしいですか。 

【町長】  はい。 

【事務局（増渕）】  部活動の調査の中で、１部活動当たりの活動時間という形になって

いますので、正顧問がついて単独で行っている部もあるかとは思うんですが、もちろん正

副がついてやっているという部活動もありますので、一概には言えないような状況になっ

ているかと思います。 

【櫻井教育長職務代理】  部活動の活動時間ということですね。 

【事務局（増渕）】  はい。 

【櫻井教育長職務代理】  その中で、正の顧問の先生が何時間、副の顧問の先生が何時

間いましたという、その辺はまだわからない……。 

【事務局（増渕）】  はい。そこまでの調査にはなっていないものになっております。 

【櫻井教育長職務代理】  わかりました。 

【町長】  関委員のお子さんはどうですか。 

【関委員】  そうですね。うちは今、中３と中１にいて、サッカー部なんですが、１人

は中学、１人はクラブチームに預けている状態で。ほんとうに中学校の先生の部活動への

従事率の時間……、私は１年間部長の親としてかかわったんですが、申しわけないなと思

うぐらい私生活を犠牲にしているんじゃないかという一面はやっぱり、はっきり言ってあ

りまして、学校を出るところから、試合、審判、そしてその間子供が問題を起こせばそこ

で指導、終わった後に学校に子供たちが帰ってきて解散するまで先生はずっとかかわる。 

 すごくありがたいですし、子供たちが一生懸命になれば、先生もそれに応えたいという
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気持ちが発生して、お互いにいいところもあって、すごくありがたいなと思う一面と、ふ

と、これは先生がいつまで続けられるんだろうという、ある程度自分は年齢を重ねていま

すから、正直……。若いときは多分、行けるだろう。でも、先生も家庭を持たれて、自分

の家庭もあって、なおかつ指導者としても上の立場になったときに、どこまでこの頑張り

を求めたり、続けさせたりしていいんだろうかというのを、見守りながら、ありがたい反

面、大丈夫かなというのは常々、はらはらというか。すごく期待に応えてくださる先生だ

からこそ心配だなと。頑張ってくれるから頑張らせる社会でいいのかなというのを付き添

いをしながらすごく感じていましたし、片やクラブチームというやり方もあるんですけれ

ども、これはやっぱり、都市部とかいろんな地域の問題でそれを可能にするかというと、

非常に厳しいだろうなというところもあって。 

 先生たちの頑張りがほんとうに……。それに従事している先生だと特に負荷が高くなる

だろうなというのは、見ていてありました。 

【町長】  清水委員のお子さんは今何年生ですか。 

【清水委員】  今、下が中２です。上の子供のときは、ちなみに野球部だったんですけ

れども、私たちが中学校のときにもやっぱり四六時中部活という感じだったと思うんです。

上のお兄ちゃんのとき、卒業してもう５年、６年たちますが、野球部のほうがシーズンに

なっちゃうと、毎週土曜日、日曜日、練習試合で、ほとんど休みもないよという感じでや

っていたので、私の感覚ですと、それが今までは普通だったんです。 

 下の子が、６つ離れていますので今中２なんですけれども、やっぱり週に何回かお休み

があるみたいで、上の子の感覚で見てしまう部分もあるので、反対に、ああ、こんな感じ

でいいのかなと最初は感じました。 

 はっきり言ってしまいますけれども、そんなに強い部ではないみたいですね。担当の先

生も専門ではないですし。専門性という部分にくっついちゃうと、親としては、せっかく

部活でやっているんですから、強いに越したことはないんですけれども、さっき教育長が

言ったように、部活は教育活動ということなので、やっぱりその辺もつなげていいのかな

と。親としても。どうせやるのだったら、やっぱり強い。そういうふうに結びつけて、な

るべくだったら専門的知識を持っている人が指導者がいいんだろうなというのが、最近出

てきました。 

 ただ、働き方改革云々という部分で見ると、週６日活動している部活が一番多いんです

よね。だから、反対にこの辺を規制してもいいのかなと。例えば、上限６日で下限が何日
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とか。休みはこれだけ一応設けているけど、まるっきりそうではなくて、例えば必要に応

じて休んでもいいのかなと。もしくは上限と下限。何日以上何日未満の活動にしなさいよ

と。もしくは、その平均、１日２.４時間でしたっけ、この時間も例えば上限下限を設けち

ゃう。そんな時間内で活動してもらうというのがいいのかなと思います。 

【町長】  吉田委員はいかがですか。 

【吉田委員】  この前、文科省の研修に、働き方改革の分科会に参加させていただきま

して、グループ協議のときにほかの市町の教育委員の方の事例の発表がありまして、その

中で、なぜ部活動が過熱したのかというのが問題になりまして。一番は親がもっとその部

活動を強くしたい、もっと練習させてほしいと言うので、その部活動が時間的に練習時間

が長くなったりとかいうのが原因じゃないかという意見もあったんですが、それを、改革

ということでどうしたらいいかということで、やはり休みの日をつくるというのがありま

した。 

 そのほかには、静岡県の磐田市などでは、２年前から企業が指導に入っていまして、県

から補助金をいただいて、スポーツ部活ということで、陸上やラグビー、サッカーなどを

指導しているそうです。ですが、企業のほうの指導ということで、試合関係、中体連の規

則があって、そちらには出られないという問題があるそうです。 

 岐阜県の多治見市などでは、部活動を学校から切り離すという考えがあるそうで、外部

指導の方を入れて部活動をしているということです。 

 千葉県の我孫子市などでは、教員のＯＢの方をボランティアで部活指導に充てているそ

うですが、元教員の方なので、厚意でやってくださってはいるんですが、やはりそこに責

任問題が生じているということで、いい面と悪い面とあるそうです。 

 ちょっと事例を発表させていただきました。 

【町長】  櫻井委員は何か。 

【櫻井教育長職務代理】  勤務の長時間化の要因がこれだけきちんと出ているので、例

えば授業や部活動に従事する時間が増加という、この要因１つ１つ全部カットということ

じゃなくて少しずつカットしていくみたいなことを、自主性に任せるということではなく

て、ある程度、町として、例えば２日休養日というところは、これは２日でなくて、１日

は必ずとってくださいという。今、国でプレミアムフライデーですか、そういう施策をし

ていますが、そういったものと同じような形で、とりあえず主体性に任せるということも

大事だと思うんですが、要因がこういうことではっきりとしているので、一度やってみた
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らどうかなと思うんです。例えば１日は休んでくださいと。 

 それから、先ほどお聞きした、５.８日の、稼働時間が１日２.４時間。これについては、

例えば正の先生、副の先生、１日交代でやってください。これがいいかどうかは別として

ですよ。どういう形かで形をとってみないと、今までどおり、生徒も見てもらいたい、先

生も生徒のことを見たいということでやっていると、この要因はなくならないんじゃない

かと思うんです。どこかできるところから、書類作成等の対応策が不十分とかいったとこ

ろも、つくる書類を減らしちゃうとかいったことができるかどうか、いずれにしても、そ

ういった１つ１つ、少しずつ対策を入れていってみてはどうかなと思うんですが。意見と

してはそんなところです。 

【町長】  私から１つ。教育長もしくは増渕先生に質問ですが、担任を持って生徒さん

と接する時間と、部活を持って子供たちと一緒に接している時間だとすると、その割合と

か、また、そのかかわり合いとかいうところを、経験上、森田教育長とか増渕先生からそ

んな話とかを伺えますでしょうか。 

【教育長】  増渕先生、まず。 

【事務局（増渕）】  もちろん、担任をしている子供たちにも精いっぱいかかわっている

というのは間違いないことではあるんですが、部活動においては、同じ目標を持って、そ

の目標を達成しようと子供たちとともに活動していますので、目標を達成したときの達成

感というものは、子供たちと共有できるものとしてなっていたかと思います。 

 また、平日だけではなくて土日の活動などもありますので、時間的に見ても、中身的に

見ても、部活動で活動していた子供たちとは深いつながりがあったのではないかと感じて

います。 

【教育長】  よろしいですか。 

【教育長】  やはり、今話があったように、生徒にとっても教師にとっても、部活動は

大きな意味がある活動であることは間違いないかと思います。 

 ただ、部活動が、先ほど櫻井職務代理が、どんどん際限なく広がっていってしまう、あ

る程度自主的な、自発的なものなので、ここまでという歯どめがこれまではあまりなかっ

た。ですから、ある程度裁量に任されている部分があったわけなんですけれども、これか

らは、ある程度の指針を示していくこと。教育委員会にもそういう指針を示すことが求め

られているので、今いただいているようなご意見をもとにしながら、部活動の、上三川町

としての指針を策定していく必要があるのかなと。それが１つのよりどころになっていく。 
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 それから、先ほど、他市町の事例などもご紹介がありましたけれども、やはり、企業が

かかわったり、あるいは地域の指導者などがかかわったり、さまざまな事例がありますが、

それぞれの地域の実態があるかと思いますので、上三川の実態にあった部活動指導という

のも考えていく必要があるのかなと思います。 

 多種多様な考えが出てくる部活動ですので、だからこそ、やはり指針というものが必要

なのかなと。今後、そういうことに取り組んでいきたいと考えております。 

【町長】  先ほど、関委員から、先生の過度な負担とかを心配されるお話がありました。

吉田委員からも、他の市町の事例などをお話しいただきましたけれども、私の子供と清水

委員の子供さんは同じ部活で所属していたところがあって、私の子供３人のうち、２人が、

男の子は同じ部活で、同じ先生に指導していただいて、２人で話している言葉が、あの先

生がよかったと。中学校でのいろいろな生活がある中で、授業、また、ほかのいろんな行

事がある中で、２人が同じ部活をやっていましたので、いつも会話の中で部活の話が出て

います。ですから、その先生に指導していただいたおかげで、その時期多感な子供たちの

成長にものすごくプラス要因があり、親としても、私も非常に感謝をしています。 

 ただ、関委員が心配されているように、ほんとうに、その先生は自分の家庭を顧みずと

いうところがあったので、今は管理職になられて、幾らか現場を離れたようですけれども、

それまでは四六時中ずっと子供達を指導していただきました。 

 部活の中で先生と生徒の信頼関係ができて、そしてその中で子供たちが健全に成長して

いけることを考えると、ものすごく重要な要素だと思います。単純にそれを外部に丸投げ

しちゃっていいのかとかいう意見もあろうかと思います。ただ、その先生の過度な負担に

なるというのは少し歯どめをかけないと。先生方も、ここにあるような子供たちのために

という使命感とか責任感とかでやっていただくところも多分多いのでしょうから、先生の

私生活と先生の他のお仕事と、子供たちに与える好影響の部分というところをよく鑑みな

がら、その辺については、難しい問題ではありますけれども、また協議を重ねていって。 

 子供たちにとって一番いいのは、いい先生に長い時間接していただいて、いい影響を与

えていただいて、そして健全な大人に成長していくのが一番いいと思います。そういった、

子供たちと接する時間を大切にしながら、先生の過度な負担をどうやって取り除いていく

かというのを、現場で働いている先生方の意見をよく吸い上げて、ご意見、アンケートが

できるかどうかわかりませんけれども、そのご意見をよく伺って、それで親として、そし

て一委員として、教育委員として、どんな対応をしていくかというのを、よく、これから
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また検討していかなきゃならないと思います。 

 部活動についてはそのようなことでよろしいでしょうかね。 

 次に、地域ボランティア等との連携についてということで、これも増渕先生のほうから、

今の実情等を説明していただいてよろしいでしょうか。 

【事務局（増渕）】  それでは、地域ボランティア等との連携についてということで、現

状をご説明いたします。 

 現在、学校は、地域と深いつながりを持つという意味で、まず学校には地域と連携をす

るための教員、地域連携教員という分掌の役割になっていますが、そういったものと、そ

れから、地域の皆様の中に学校支援コーディネーターといわれるコーディネーターの皆様

との間で連携を深めていくようなことを中心に行っております。また、学校支援コーディ

ネーターの皆様に学校支援ボランティア等と連携し、組織化していただくような動きも見

られるところもあります。 

 各学校においては、図書ボランティアや安全ボランティア、学校応援団、いきいきサロ

ンなどと、それぞれ名称は違いますけれども、さまざまなところでボランティア活動のご

協力をいただいています。例えば、授業への協力では、農作物づくりに対してのボランテ

ィア、また、地域の文化財等についてのボランティア、職業人の講話などさまざまなもの

がなされているところでございます。 

 現在、上三川町では、学校運営協議会を設置し、コミュニティ・スクールというものを

上三川中学校区に設置しているところでございます。成果の１つとしましては、学校支援

ボランティアの増加ということが出されている学校もございます。こういったものを今後

活用していくことが必要になると思われますし、また、地域連携教員をそれぞれ充実した

取り組みにできるように、社会教育の有資格者等になるための講習等も受講しているよう

な状況にもあります。 

 こういった中で、地域に開かれた学校から、地域と共にある学校という形でボランティ

ア活動が増えてきている状況になっております。 

 以上でございます。 

【町長】  学校支援コーディネーターといったことになると、まず清水委員からお話い

ただけますか。 

【清水委員】  私は小学校、中学校、両方でやらせていただいているんですけれども、

まず小学校に関しては、町長さんがご存じのように、一大イベントの本郷祭り、あの辺が
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一番大変な部分ではありますけれども、大体今まで決まってできてきちゃっているので、

完全にレールができちゃっている部分というのはあると思うんです。 

 なので、コーディネーターとしては、その辺は特に大変なことはないんですが、私なり

にちょっといろいろ考えているところが、地元の方の高年齢化が進んでいまして、結構入

れかわりもあるみたいなんです。入れかわりは、特に増えもしないという部分かなと思う

んですね。本郷祭りをやっているのが、大体平日なんですね。これが、反対に土曜日、日

曜日とかにやって……。学校に足を踏み入れるというのは、お父さんなんかだと卒業式と

か入学式、運動会ぐらいしかないじゃないですか。だったら、土曜日とか日曜日にやって

いただいて、どんどんＰＴＡ会員の方々にも来ていただいて、例えばそういった部分での

手伝いをやってもらうとか、そんな形でやれば。 

 今度は、中学生は１回小学校で経験している子供たちがほとんどだと思うんですけれど

も、中学生なんかもそんな感じで来てもらえれば、中学校と小学校の交流なんかもできる

んじゃないか。それも、３年か４年ぐらい前から、そんなことではやっているんですが、

田舎の学校ゆえの昔ながらのしがらみというのがずっとついてきちゃっていて、改めて新

しいことをやると、ちょっと大変な部分が見えているのが現状です。 

 それから、今やっている部分に関して、小学校に関しては特に問題なく進んでいること

は進んでいるんですけれども、先々を考えると、そのような部分での活動も必要かなとい

うのが小学校です。 

 また、中学校は時間があれば生徒をちょっと外に出して地域との交流云々という部分を、

去年の５月、６月から、コーディネーターは私含めて３人いて、生徒らと話をしているん

ですが、なかなか、例えばデイサービスのボランティアの話があったりとか、そういった

ところに掃除のボランティアに行ったりとか、そんな形でまずは地域との交流を高めても

いいんじゃないかという話をしているんですが、話がもう、とまっちゃっているんですね。 

 というのは、こんなところでお話ししていいかどうかわかりませんけれども、学校があ

んまり外に出したくないみたいです、はっきり言いますと。その辺も、学校のお考え一つ

で随分変わってきちゃうなというのが、非常に最近やっぱり、コーディネーターとして感

じている部分でもあるんですが。 

 実際に責任問題ということを考えると、生徒さんを外に出すというと非常に難しい部分

はあるんでしょうけれども、やっぱりその辺の地域との結びつき云々ということを考える

と、ある程度管理者の方は太っ腹になっていただいて、この地域と、おじいちゃん、おば



 -12-

あちゃんとでも交流できるようなのが、やっぱり私としては理想なんです。でも、実際に

は、もう半年以上もそんな感じで話が進んでいます。 

 それだけじゃなくて、例えばコミセンのほうの手伝いとかもやっていますけれども、そ

れだけではなくてもっと結びつきを多く持ちたいなということで話を進めているという状

況で、実際に話が頓挫しちゃっているということをお話しさせていただきました。 

 済みません、まとまりない形で申しわけありません。 

【教育長】  じゃ、それにかかわる話、よろしいですか。 

【町長】  はい。 

【教育長】  学校にさまざまなボランティアの方が入っていただいて、教育活動を支え

ていただいているのは大変ありがたいことだと思います。それに伴って、教員がある程度

ボランティアの力をいただきながら、ほかに精力を傾けていられる、図書室の整備とか読

み聞かせとか子供たちの教育のために、安全確認のために参加していただくのは大変あり

がたいことだと思っています。 

 あわせて、やはり今求められているのは、学校と地域がお互いウイン・ウインの関係に

なるということで、学校も地域に貢献をするということが必要なのではないかと思います。

そのときに、学校ではまず安全を確保しなきゃというところが頭にあるので、その辺のと

ころはやはり検討していく必要があるのかなと思います。中学校の場合では、さまざまな、

授業時数の関係で、外には出したいんだけれどもなかなか時間がとれないというのも中学

校の悩み、小学校も同じようなことはあるかと思うんですが、特に中学校はそういうとこ

ろがあるかと思います。 

 そういう中で、地域と学校がお互いに連携して、学校への支援、そして学校が地域貢献

ということはこれから大いに考えていくべきところではないかと思っております。 

 さまざまなボランティアが学校に入っていただいて、助かっているところは現実として

あるかと思います。増渕先生なんかもいろいろあるんじゃないかと思うので、お話が聞け

るといいかなと思うんですが。 

【町長】  ちょっと待ってください。働き方改革という意味では、増渕先生にお伺いし

たいのですが、各学校で地域との連携の授業をされている中で、教職員の先生方の負担と

感じるところというのはあるのでしょうか。それが負担になっている部分とかがあれば教

えてもらいたいのですが。 

【事務局（増渕）】  やはり生みの苦しみというところは当然あることかと思いますので、
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例えば、今回コミュニティ・スクールを設置することによって、新しいことを行うという

ところへの教師の負担感というのはあったのではないかと感じたところも、オブザーバー

として参加している中でありました。 

 ただ、学校のほうから上がってきました報告書等を拝見しますと、ある学校ではボラン

ティアの数が非常に多く増えることができて、これは極端な例ですけれども、授業によっ

ては、子供たち１人に１人ボランティアがついて活動するようなこともあったと。となる

と、授業している教師は、そこまで子供たちを個別に見ながら活動する必要がなくなって、

時間にゆとりができた。それによって、教師の中にも次第にボランティアが学校に入るこ

とに対しての理解が、また、よい点が理解されるようになってきたという報告がされてい

ます。 

【町長】  ありがとうございます。そういったことを踏まえて、ご意見をいただけます

か。 

【櫻井教育長職務代理】  ボランティアなんですが、学校のほうで、例えばこんなボラ

ンティアが欲しいですということで、外の団体に向けてこんなボランティアを募集してい

ますといった表示とか、逆に各種団体のほうで、こんなボランティアだったらできますみ

たいなマッチングみたいなシステムみたいなものというのは何かあるんですか。それが、

コミュニティ・スクールの中で話ができているということでいいんですか。 

【事務局（深谷）】  現在、学校側の要望や人材の調整ということで、各学校で配置して

いるのが、清水委員や吉田委員もやっていらっしゃる学校支援コーディネーターがそうい

うことで、地域と学校のパイプ役として今、活動していただいているという形にはなって

おります。 

【櫻井教育長職務代理】  それで、その機能がどんどんできてくれれば、先生の負担も

少しは減って、子供に向き合える時間が増えればいいかなと思います。 

【清水委員】  学校のほうで、こんなボランティアが必要だよというときは、うちのほ

うでは「ちょこボラ」という、こういった「ちょこボランティア募集」という通知をＰＴ

Ａ会員全員と、あとは自治会に配付して、回覧板を回してもらうんですね。そんな感じで

ボランティアは募ります。 

【櫻井教育長職務代理】  わかりました。ありがとうございました。 

【町長】  吉田委員。 

【吉田委員】  明治中学校でコーディネーターをさせていただいているんですが、小学
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校のほうにも今度ボランティアという形で、ミシンボランティアで入っていまして、小学

校と中学校の活動なんかを拝見する場面があるんですが、小学校ですと、やっぱりいろん

な授業のサポートに入ってくださいということで、まず連携教員のほうで教科ごとに何々

でどのぐらい欲しいというのがコーディネーターのほうに連絡があって、コーディネータ

ーさんが地域でボランティアをやっている方にどうでしょうということで日時を調整して

いただいています。 

 中学校のほうは、授業にというのはほとんど学校側からの要望がないものですから、実

際に授業のサポートはしていないんですが、地域の活動に参加していただくということで、

地域から学校のほうにお願いをしています。そのときに窓口になるのが連携教員の先生で、

ものによっては、これは部活の試合と重なっちゃったからだめですとか、参加人数が少な

いんだけどこれでもいいかなという意見をもらいながら、それでもいいですよということ

で地域のほうに受け入れをしている形で活動しています。 

 ただ、先生の中には、地域のボランティアがあるというのをご存じなのかどうかという

のがあやふやというか、不明なところがあるんですが。もうちょっと地域を利用しようと

思う学校に、地域を入れたいと思っているのならば、もうちょっと先生たちの周知度みた

いなものも上げてほしいと思うところがあります。 

【町長】  関委員、どうですか。 

【関委員】  私も小学校にボランティアで、図書ボランティアと学校応援団に入ってい

て、小学校は非常にスムーズに入りやすいですし、先生方も、たしか受け入れて、子供た

ちがそれを受け入れた形で授業を行っていけるということを大分理解されている感じがあ

って、受け入れることに抵抗がないですし、学校の先生たちとお話ししても、どの分野で

どういう人材が必要かというのが、ちょっとずつ見えてきている感じがします。 

 今、一番、やはり清掃、子供たちの掃除や給食、配膳とかといったところと、あと、な

かなか人材を集めづらいというんですけれども、ちょっとした時間に子供たちの学習を夏

休みとかに手伝ってくださる方がいたら非常にいいだろうなという案とかを話したりとい

うのはあって、ただ、実際それがどうなるかというのはあるんですが。やはり、先生たち

も、受け入れてくれば受け入れてきたで、ボランティアをどの分野にうまく機能してもら

えばいいかということをわかり始めているというか、お互いが、やる分野で、お互いに、

あ、ここは出過ぎちゃいけないなとか、ここは私たちがどこまで入ったらいいんだろうと

いうのをボランティアのほうも考えますし、お互いに担当の先生と相談して、私たちは図
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書ボランティアで、どこまで入っていいかとか、例えば生と死に対する本を紹介するとな

った場合は、これは一、二年生を対象にしたときにどうなんだろうかという意見交換とか

ができて、こういうボランティアのかかわり方もあるんだなというのを学ばせてもらって

いて。 

 中学校のほうには、登録はさせてもらっているんですけれども、お声がかからないとい

うことは、なかなか活用の機会が……。また、中学校は多分教科担任制になっていて、授

業が一気に変わるときもあるじゃないですか。子供たちの授業が急に変更とか。そういっ

た分で、授業でボランティアを呼ぶというのも、小学校よりは変更が発生しやすいのかな

と、親として思うところはありますが。 

【町長】  教育長どうぞ。 

【教育長】  やはり、中学校より小学校のほうがボランティアの皆さんがより活躍して

いただいている実態はあるかと思います。中学校では、なかなかそういう面では未開拓な

部分が多いので。学校としてどういう部分にどんなことをお願いしたらいいのかというこ

とを明確にしながら、中学校のほうもまだまだ活躍していただく場面は多いと思いますの

で、その辺のところを考えてみてもらうようにしたいと思います。 

 中学校でも、いろんな場面でかかわっていただいている方が最近は増えてきているんで

すけれども、まだまだ小学校に比べると壁はあるかと思いますので。その辺のところを、

学校とも協議していきたいと思っております。 

【町長】  学校側とすれば、地域ボランティアの方が入っていただいて、その学校の児

童生徒の成長のために地域の人に入っていただくということは、非常に重要として捉えて

いるのですよね。 

【教育長】  そうですね。それによって成果も上がるかと思います。 

【町長】  今日は働き方改革ということですので。子供の側から見れば、いかに子供の

幼少期に多くの大人と接することができるかということが、社会人になってからの社会へ

の溶け込みやすさというのを子供たちに教えるというか、体験させるというか、そういう

面で非常に大切だという話は、これは委員の皆様に私が申し上げるまでもなく、その必要

性というのは前から言われているところがあります。 

 そういった中で、学校に一般の方が入ってきてくださってボランティアをしていただく

というのが、まだまだ学校側にも戸惑いとかがあるようなお話も今伺いました。ただ、子

供にとっては非常に大切なこと。例えば、核家族化で両親も仕事などをしていると、子供
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が朝目を覚ましたときにはお父さんがもう出社していて顔も合わせない、お父さんが帰っ

てくるのが遅い、お母さんともほんとうにわずかな時間しか接しない。そういうところで、

社会の現状として、残念ながら子供が寂しい思いをしているところがあるかもしれません。

そういった面をカバーする意味についても、多くの大人が子供たちと接する機会を与えて

あげるということは、やっぱり大切なことなのではないかと。 

 働き方改革ということで、まだこれから学校側も地域とともに話し合いをしながら、う

まくコミュニケーションをとりながら学校をサポートしていって。先ほど増渕先生のお話

にもあったように、うまく機能している部分などについては、学校側の先生方も非常にそ

のメリットを感じていらっしゃるところもあるみたいなので、地域がみんなで子供たちを

育てられるような環境をつくっていくというのが我々の責務でもあろうかと思います。そ

れについても、これからよく協議をしながら強化していくということでよろしいでしょう

か。 

 ３番目になりますが、学校が担う業務の明確化、適正化についてということで、少し抽

象的な表現になっていますけれども、この辺についても委員の皆さんが話しやすいように、

現状の話を事務局からお願いしていいですか。 

【事務局（増渕）】  それでは、非常に曖昧で難しい部分もあるんですが、お手元にあり

ます資料の２ページ目をごらんいただければありがたいと思います。 

 こちらは、今回、中央教育審議会のほうで中間まとめとして出されたものの中で、これ

まで学校が担ってきた代表的な業務を、教師ではなく、学校以外のところに分類できない

かというところで、中教審としてまとめたものになっております。 

 基本的には、学校以外が担うべき業務であろうというものが４つ。また、学校の業務だ

が、必ずしも教師が担う必要がない業務が４つ。それから、教師の業務だが、負担の軽減

が可能であろうと考えるものがこういったものということで示されているところでござい

ます。 

 おそらく、学校から見ても、ほんとうにこれが学校から離れてしまっていいのかなとか、

あるいは、地域から見れば、こういった自分たちのほうで受け入れられるだろうといった

ものがさまざまあるのではないかと考えておりますので、この辺りの資料を参考といたし

まして、委員の皆様からご意見をいただくとよろしいのではないかと考えているところで

ございます。 

【町長】  ありがとうございます。それでは、委員の皆さんから、ご意見等を頂戴した
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いと思います。 

【櫻井教育長職務代理】  最初のページのところに「日本型学校教育を維持し」という

ところがあるんですが、３つに分類しましたけれども、「日本型学校教育の維持」という観

点から見ると必ずこの辺は学校の担うべき業務にしておきたいというこの４つということ

で、分類、これはまた別なんですかね。例えば校内の清掃なんかも、学校をきれいにする

ということは自分の心もきれいにするというといったことも「日本型学校教育」の１つじ

ゃないかなと思うのですが、こういったところを、働き方改革ということで切り離してい

く方向にあるということが、どうかなというところをちょっと感じています。 

【教育長】  よろしいですか。「日本型学校教育」ということで今、出ましたけれども、

考えてみますと、欧米諸国の学校というのは、学校でやるものは授業ということで、清掃

などはほかにそういう仕事をする人がいたり、あるいは道徳については宗教等がそこをに

なったりということ、スポーツについては地域のスポーツクラブが担ったり、校庭に運動

用具がないような国も結構あって、地域でという、そのような国も多くある。日本は、そ

れらのものを学校の中で担ってきた。それが日本の教育の他の国に比べて評価されている

部分でもあるということです。 

 ただ、そこが曖昧なために、どんどん膨れ上がっているという現状があるかと思います。

その辺のところを、部活動と同じように、ある程度精査をしたりしていく必要があるのか

なと。ただ、完全に捨てていいものではないと私は考えております。 

【町長】  吉田委員、この辺についてご意見はございますか。 

【吉田委員】  そうですね、先ほどの地域ボランティアにかかわることも含めて、登下

校に関する対応等も、町のほうで下校時は見守り隊のほうで活動されていたりするんです

が、先ほど関さんも掃除の話がありましたが、こういうところに地域の方が入って掃除の

指導みたいなのをできたらいいのかなと思ったりはしますね。 

【町長】  関委員、いかがですか。 

【関委員】  そうですね。私たちが保護者だから言えるわけじゃないんですけれども、

もう少し保護者をうまく、学校とかかわるというか、学校とボランティアを結びつける方

法があったら……。ボランティアというか、実際登下校、小さい学校だと厳しいんですが、

大きい学校であれば、わりと親が、私も実際自分がしたんですが、横断歩道、歩道橋がな

いところを来る登下校の班を、車をとめて、親が旗を持って通させる。それは、前にいた

学校が９００人規模だったので、２カ月に１回か１カ月に１回で、子供３人抱え、自分の
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子はそこを通らないんですけれども、学校で宛てがわれるんです。地域の地区役員さんに、

あなたは何月何日ここの当番をしてくださいと。ということで、そういう協力はしていた

んです。それで、結局子供たちが安全に学校まで行けるところを見守ろうというのを、実

際自分もやっていて、下の子たちもいたので、主人にフレックスをとってもらって対応し

ていたんですけれども、その地域で言うと、地区役員さんとかいろんな方をうまく使って

いたんです。 

 １つの例で言うと、自分の子供のことで言ってしまうと、雪の日に、うちが１年生のと

きに６年生の男の子が、雪だるまで投げつけていたんですね。その子たちは遊びのつもり

なんですけれども、うちの子にとってはこわかったので、家に泣いて帰ってきて、学校に

報告してほしい、ほんとうにこわかった、お兄ちゃん２人に投げられてと言って。 

 うーんと思って、とりあえず学校に、まあ、我が子の言うことが１００％正しいわけで

はないんです、こういうことがあって、都会だったので、道路に飛び出したときは事故に

つながるので、それをちょっと気をつけてくださいと言ったら、わかりました、こちらで

預からせてくださいと言ってくださって、その後、地区役員さんとか地域の登下校班の方

に全部連絡してくださって、その方が、どの子がそういうことになったのかというのを調

べてもらえて、次の日にはその生徒とうちの子で話し合いをさせていただきまして、どう

いう気持ちがお互いにあったのかというのをやって、解決をしてくださったんです。 

 そのときに、９００人はいるから誰がやったのかわからないだろうなと、親としてはた

だ危なかったよということだけは伝えたかったのに、そこまできちんとできる。やっぱり

地域の地区役員さんとか登下校班の班長さんが全てつながっていたからできた回答案だっ

たんだなと思って。先生だけじゃ多分たどり着かなかったろうなというのがあったので。 

 今あるものをもう少しうまく、学校側もどうにかして使う……、保護者とうまく、お互

いが稼働すれば、もうちょっといいつながりになるんじゃないかなというのは、自分の実

体験としてあったりします。 

 なので、協力体制をどう構築するかかなというのを思いました。 

【町長】  吉田委員どうぞ。 

【吉田委員】  この間、コーディネーターの研修会がありまして、そのときに、中学校

の先生が歩道のところに立って、朝の登校の見守りをしていたんです。やっぱり、その時

間を学校での授業の準備などに充ててもらいたいなという思いで、先生、ああいうのはど

うなんですかねというご相談をしたんです。 
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 やはり、先生方もそのことがあると朝早く出て来なくちゃいけないから負担に感じると

いう面もあったので、学校にあるＰＴＡの組織、交通指導係とかありますよね、そういう

のとかスクールガードとか、そういう方をうまくお願いすることができたら朝の登校の指

導もなくなるのかなと、ちょっと思いますね。 

【町長】  清水委員、どうですか。 

【清水委員】  この２ページのところで、本来学校の業務だが必ずしも教師が担う必要

のない業務とありますけれども、この中で特に、校内の清掃とか部活動は、櫻井委員が先

ほどもおっしゃっていましたように、指導する先生とその目標が達成できたときの喜び

云々というお話をされましたが、一概に、必ずしも教師の担う必要のない業務ではないよ

うな気がするんです。私も部活動とか。例えば、校内清掃にしたって、これは何で必要か

ということですよね。自分たちが学ぶところですから、やっぱり先生が掃除したり、生徒

が自分たちで掃除するのは当たり前のことなので、必ずしも担う必要がない部分ではない

と私は思うんです。 

 仮に、地域のボランティアの方が小学校なり中学校なりに入ってきて掃除していただく

ということになると、親ですら学校の敷居が高いと感じている方が多いので、その辺の意

識改革をしないとなかなか外の人、ましてやおじいちゃん、おばあちゃんなんか、なかな

か来づらい部分があるんじゃないかと思うんです。そういった形で持っていくには、今言

ったように意識改革ですとかいった部分が必要になってくるんじゃないのかなと。その辺

を感じたのでお話しさせていただきました。 

【教育長】  よろしいですか。この表を見ると、３つにきちっと分けることは難しいと

思いますよね。これを分けちゃったら、今の学校教育のよさが崩壊してしまうんじゃない

かという思いがあるんですけれども。 

 ただ、やはり今考えていかなきゃいけないのは、教員が本来の授業とか生徒指導、進路

指導というものに向き合えるような時間をもっともっと確保していく必要があるというこ

とは実態としてあるかと思います。そのためにできることが、どんなことでそれが軽減で

きるか、その辺のところの、前も落としどころという言葉を使わせていただきましたけれ

ども、ゼロか１００かではなく、そういう落としどころ、できるものを探していくという

こと、それは教員が楽をするためではなく、子供たちのためにという視点で考えていくべ

きなのかなと。そういうことによって、教員が心も体も元気に子供たちに向き合えるとい

うことにつながっていくんじゃないか。そんなふうに思います。 
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 線引きは難しい。線引きをしてしまったら、さまざまな課題が出てくるのかな。そんな

思いを持っております。 

【町長】  他にご意見ございますか。 

【桜井委員】  １つ。ちょっと戻っちゃうんですが、部活動の自分の経験から。私、中

学校、高校とバドミントンをやっていたんですが、そのころの中学校が７連覇中。県大会

かな、７連覇する強いチームだったんですが、でもその部活の、例えば３時間の活動、授

業が終わってから２時間とかいった活動の中で、自分で言うのも変なんですが、もうちょ

っと短くてもいいんじゃないかといった思いがありました。厳しさもあったのかもしれな

いけれども、もうちょっと効率よくできるんじゃないかみたいなところもあって、先輩が

基礎打ちをやっているときに、こっちは立ってただ応援しているだけみたいな。そのとき

に走ってとか無駄な時間を省いてやれば、もうちょっと時間を短縮できるんじゃないかみ

たいなところがあったと思います。 

 そういう意味で、部活動の１週間の活動の時間を効率よい時間の配分にして、もうちょ

っと量を少なくして、質を高めて、効率いい練習をして先生の時間をつくるといった見直

しは、どこの部活にもかけてあげていいんじゃないか。生徒自身が移動の時間をぷらんぷ

らん歩いたり、ユニホームに着がえるのがゆっくりとしゃべりながらやったりとか、消防

士さん並みにということでなくても、ちょっと効率よくやったら、それもまた勉強だし。

自分の経験を顧みると、そういうところがあってもよかったのかなと思いますので。 

 もし参考になればと思います。 

【町長】  先ほど教育長がお話しされていたように、これをきちんとこうやって枠で囲

っちゃうと、すごく学校側と地域とかと分けるような形になっちゃっているような印象が

あります。でも、そうじゃなくて、ゼロか１００じゃなくてというお話もいただいたので、

これについても、ある業務の中で、いかに地域とかボランティアの方がもっと有意義なコ

ミットができればいい方向に進むので、そういったところを目指してということが必要な

のかなという気がいたしました。 

 一応、３点のテーマで、皆さんからお話をいただきました。学校における働き方改革と

いう大きな今回の議題の中で、テーマを３つに絞ってお話を聞いたんですが、このテーマ

以外でも、働き方改革についてのご意見等ございますか。 

【吉田委員】  この間の文科省の研修の中で、タイムカードを導入するという地区があ

ったんですが、莫大な費用がかかるというお話で検討中ということだったんです。でも、
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現在、時間の管理は校長先生とかが多分管理、監督というか、していらっしゃると思うん

ですが、一般の教員の先生方も、自分の意識を変えていかないといけないんじゃないかと

思います。 

 なので、そういうところをもうちょっと教育委員会としてかかわっていって、先生方に

周知するというのも目的があるんじゃないかと思います。 

【教育長】  事務局のほうで、もし補足……。今の点でも、現段階のことで話せますか。 

【事務局（増渕）】  今後も含めてのことですか。 

【事務局（枝）】  カードの件ですか。 

【事務局（増渕）】  タイムカードについてですか。 

 現在、タイムカードによる教員の勤務時間の管理についても、情報収集しているところ

ではあります。安価に導入をすることができるようなシステムも、ものによっては増えて

きているようなところがありますので、将来的にはそういったものも含めて、教員の勤務

が改善できないかというところで今、検討を進めているところになっております。 

【町長】  皆さんからたくさん有意義なご意見をいただきまして、ありがとうございま

した。今後の、この計画を進めるスケジュールみたいなのはあるのですか。 

【事務局（増渕）】  次年度になりましたら、早々に、学校における業務のあり方検討会

議という会議を設置したいと考えております。現在は、その検討会議に向けての調査準備

中ですね、教職員の実態調査を行うための調査委員会を立ち上げまして、これはアンケー

トによる実態調査になりますが、調査内容を今、精査しているところでございます。 

 ３月には調査を実施いたしまして、実態を把握したいと考えております。また、５月か

ら検討会議の本会議を実施するとともに、分科会としまして、部活動に対する検討会議と

いうものも立ち上げることによって、ガイドライン、それから指針等の作成を１０月ごろ

までにできたらいいかなと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

【町長】  それでは、そういうスケジュールで進めるということです。本日、委員の皆

様から貴重なご意見をいただきましたので、そういったところをぜひ参考にしながら計画

に反映させていって、いい計画をつくっていただくようお願いします。 

 以上で、本日の総合教育会議については終了とさせていただきます。皆様からいただき

ました貴重なご意見については、これからの教育委員会で進める学校における働き方改革

に対する指針等を策定する上で大いに参考にしていただくよう、事務局には重ねてお願い
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を申し上げます。 

 では、これをもちまして閉会といたします。長時間にわたりまして、ありがとうござい

ました。 

 

―― 了 ―― 


